
2013年 月2回
看
護
学
看護学部教員と有志学生の「いちごカフェ」を、老人保健施設いわやの里で毎月2回開催。

4月
学
生
サ
京都さくらよさこい実行委員会主催 （京都府・京都市ほか共催）「第9回京都さくらよさこい」の舞台で、本学学生が龍神伝説の舞を披露。

5月
健
康
科
健康科学部理学療法学科リカレント講座「片麻痺患者に対するコアセラピー」を開催。

現
代
ビ
現代ビジネス学部ゼミ生が、山科商店会主催「こどもフェスタ2013」で「第14回かえっこバザールinやましな」を開催。

6月
小
暮
宣

「第9回こどもの文化フォーラム」企画・実行に参画。京都橘大学吹奏楽部が出演。現代ビジネス学部ゼミ生、「第15回かえっこバザールinやましな」を開
催。

学
生
サ
山科区の母子支援施設や児童館で子供たちにダンスを教えている、本学のダンスサークル JUST DO IT の子供ダンス教室が、京都新聞で紹介される。

現
代
ビ
救急救命研究会TURFの活動が、「平成25年度 山科“きずな”支援事業」に継続採択。

人
間
発
げんkids★応援隊の活動が、「平成25年度 山科“きずな”支援事業」に継続採択。

人
間
発
京都子ども守り隊～守るんジャー～の活動が、「平成25年度 山科“きずな”支援事業」に継続採択。

文
化
財
文学部歴史学科・歴史遺産学科の学生が、勧修寺「夏の文化財防火研修会」に参加。

7月
健
康
科
心理臨床センター開設。

健
康
科
第1回山科区介護予防サポーター研修会が、「介護予防サポーターに必要な知識と技術」を本学にて開催。

地
域
政
地域政策・社会連携推進センター主催 地域と大学の連携・交流のための企画 「橘セッション」を開催。

心
理
臨
心理臨床センター主催 「パパとママのこころ育て広場」を月に１回のペースで開催。(～2014年1月）

現
代
ビ
「第5回七夕陶灯路」を本学キャンパスで開催。

歴
史
遺
観修寺で開催された文化財防火運動合同消防訓練に、文学部歴史学科・歴史遺産学科の学生が参加。

8月 看護異文化交流・社会連携推進センターの社会貢献事業として、学生対象の「障がい児支援講座」を開催。（共催 京都市立東総合支援学校）

全
学
部
岩手県での「東日本大震災復興支援ボランティア活動」に本学学生と教職員、あわせて40名が参加。

学
生
サ
本学サークル、京炎そでふれ！部 Tacchi が、「おの恋おどり」で兵庫県小野市のエクラ大賞を受賞。

9月
現
代
ビ
現代ビジネス学部ゼミ生が、「山科区エコアクションNo.1宣言2013」にて「第16回かえっこバザールinやましな」を開催。

大
学
京都市山科区役所と地域連携・協力に関する協定を締結し、地域連携室を設置。

10月
健
康
科
スポーツリハビリテーションサークル（理学療法学科・横山茂樹教授指導）の活動が、「平成25年度 山科“きずな”支援事業」の二次募集に採択される。

教
員
・
本学教職員・学生が、「第6回やましな駅前陶灯路」に参画。救護責任者は、現代マネジメント学科・夏目美樹助教。

京都中央信用金庫主催「中信ビジネスフェア」にブース出展。地域連携・産学連携への積極的な本学の取組を紹介。

学
生
「東日本大震災復興支援ボランティア活動報告会」を実施。

看
護
学
大学祭（橘祭）で、看護学部教員と学生による「たちばな健康相談」および、児童教育学科有志による「たちばなちびっ子ランド」を開催。

11月
看

護
山科区大宅女性会の協力を得て、看護学科「お助けたい」へのバイタルサイン測定の講座が開かれる。

都

市
現代ビジネス学部ゼミ生とツーリズム研究会が、小さな情報冊子 『京都のこだわり、見つけました』 を発行。HP「こだわり市場」も公開中。

「京都・やましな観光ウィーク」実行委員会主催 「第5回京都・やましな観光ウィーク」で、本学筝曲部と吹奏楽部がミニコンサート出演。

児

童
NPO法人山科醍醐こどもの広場・わんぱくクラブの「わんぱく運動会」を本学で開催。

12月 「第9回京都から発信する政策系研究交流大会」で、現代ビジネス学部の学生が京都府知事賞と優秀賞をW受賞。

2014年 1月 地域政策・社会連携推進センター主催 地域と大学の連携・交流のための企画 「第2回橘セッション」の開催。

大
学
看護異文化交流・社会連携推進センター主催 健康づくり体操「新しい年を元気に過ごそう！パート2」を開催

2月 「京あるき in 東京2014」で歴史遺産学科・登谷伸宏助教が講演

醍醐いきいき市民センターで開催の「だいごママカフェ」で、本学心理学科教員が本学学生とともに託児ボランティアを行う。

現代ビジネス学部の木下ゼミ生が取り組んだ「香りっぷ」が京都新聞ウェブで紹介される。（2/1）

学生23 名と学生支援課職員が、3 泊4 日の宮城県東松島市へ震災ボランティア活動に出発。（2/2）

～京都橘大学における地域連携の実績～
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2014年 2月 救急救命コースと看護学科が医療救護ボランティアとして「京都マラソン2004」をサポート。（2/16）

3月 3 月14 日（金）、吹奏楽部と学生2 名が山科区民表彰を受ける。（3/14）

KYOTO 駅ナカアートプロジェクトで、椥辻駅に卒業制作を発表。（3/27 ～ 5/31）

2013 年度第1 回「京都橘大学山科地域教育懇話会」を開催。（3/25）

2012年

～京都橘大学における地域連携の実績～
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